[bookmark: _Hlk190333193] 社会福祉法人慈敬会　ヒューマン・ケアこうしの杜
　　　　　　　　　　 ヒューマン・ケアたかばの杜

避難・伝達訓練手順　シナリオ

[BCP発動基準の想定]
台風により暴風と大雨が発令されたのを確認し、BCP発動の準備に入る。同時に河川情報から、短時間に氾濫危険水位に到達する危険性が高まった。BCP発動。

[重ねるハザードマップ(国土地理院等)]　地震災害　　台風大雨等
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洪水
地震
大雨
台風　　　　　　　　　　　　2つ
…　地図は別紙参照


[こくみん共済　地盤サポートマップ]　
…　揺れやすさ（　2　/5）
液状化（　0　/4）
浸水（　　0/6）
土砂災害（有　無/2）　　　　　1つ
…　地図を張り付ける


	設　定
	停　電　断　水　の訓　練　の　流　れ
	準　備

	00：00
（10分）

00:20
（20分）

0030
（50分）




















1：20


	職員　集合　


責任者より、BCPの訓練について説明


■「停電・断水」の訓練スタート

1 情報収集　（ここが安全かどうか、地理的リスクの再確認）

2 使用する防災グッズ・資機材等の準備

3 利用者の誘導

4 （停電・断水を想定）対応が求められる利用者の確認
　　
5 災害対策本部へ報告







訓練実施の感想
	事前打ち合わせ
・連携施設確認・備品確認・説明など

・責任者からのBCPの簡易研修
　〇事前に紙媒体のデータを参加者には配布


■「停電・断水」
1 被災情報の収集。施設・利用者の情報確認（停電・断水時）。

2 使用する防災グッズ・備蓄品の確認と使用手順→（応急物資班）
課題：携帯が使えない際の連絡手段

3 安全な場所（上層階等）へ利用者移動
課題：エレベータ等が使用不能の際の手段
4 利用者の確認→負傷者がいた際には救護班が対応
（医薬品等の事前確認も）
水、食事等（カップラーメン等）の配布→
（応急物資班　介護職員）

完了後災害対策本部への状況報告

5 電動ベッド等電気が切れた状態での寝たきりの方のオムツ交換（準備物　ペットボトルに水をいれて蓋に穴をあける）
　　　　　　　タオル（乾いているもの）
　　　　　　　タオル（水で濡れているもの）
　　　　　　　お薬
　　　　　　　ビニール手袋（オムツ交換時使用）
　　　　　　　人員２名で必ず実施
　　　　　　　汚物用バケツ

○電動ベッドの電源がきれているので、いつもは電気で利用者をギャジアップできたのが、出来なくなって体力が持たないと思った。
○カップ麺は好きな方もいたが、味が塩辛いと嫌がる方もいたので、その人に合わせた非常食の必要性があると思った。
○普段はベッドの位置を調整してトランスをするが、停電でご利用者を起こして、移動させることが大変だった。
○断水を想定し、ペットボトルの水で陰部洗浄したが、嫌がる利用者もいて気の毒だった。
○








◇感染症訓練　
・職員の導線確保
・ゾーニング（区分け）
・コホーティング（隔離）　（カラーリング　赤・黄・緑…）
・感染症備品の確認

	設　定
	避難・施設間連携型　（被災施設・事業所等）
	避難・施設間連携型　（受入施設・避難先施設事業所等）

	
1:20
（70分）

















～2:30



2:30～
	
（被災施設）
利用者5名を避難させると想定した場合
1 受入施設（避難先）の情報収集
…事前に想定（ツール　地盤診断レポート・重ねるハザードマップ等）

2 利用者を避難させることへの職員間の周知・避難場所の確認（情報収集伝達系）
3 利用者情報（紙媒体・データ媒体?）
4 使用する防災グッズ・資機材及び避難先誘導の準備
課題：携帯が使えない際の連絡手段（先方への確認）
⑤　2台の送迎車と仮定した場合
Q被災施設、受入側施設、どちらの車両で?　
（原則、被災施設側?）
Q誰が運転手?　職員の誰が同乗?
6 受入施設までのルートを確認
7 被災施設から利用者の移動開始
・（その前に）車椅子をたたんで、車に乗せてみる訓練も
一方通行、縁石、段差等注意する箇所は? 
（溝や水路、脱輪等気をつける場所は）
　　・移動の際に注意する箇所共有→（支援・介護班）
（ピロティ―、緊急車両専用等スペースの使い分け等）
　　・車寄せ等の場所の共有→（支援・介護班）
8 受入施設側職員の誘導に従う
⑨　受入完了後受入施設側に物資の配布
水、食事等の配布→（応急物資班）
（…どこの場所に利用者が滞在するのか）
⑩　災害対策本部への報告
（避難施設先での保護完了）














反省会

明るい時間帯という設定であったが、「深夜の大雨」を想定した際には、夜勤者が避難業務を担うことになり、上席者との連絡等含め、連絡が取れなかった場合においても、職員の参集含め何が課題か、洗い出す
	
（避難先施設）
利用者5名を受入れると想定した場合
1 受入施設側の環境整備（受入施設側職員間の事前周知）
（…被災施設側の職員が戸惑わないよう）

2 使用する防災グッズ・備蓄品等の確認と使用手順→（応急物資班）
課題：携帯が使えない際の連絡手段（被災施設との確認）

3 職員が立つ道路箇所の確認
→（誰が?　職員間で情報共有）
・一方通行、縁石、段差等注意する箇所は? 
（溝や水路、脱輪等気をつける場所は）
　　・移動の際に注意する箇所共有→（誰が?　職員間で情報共有）
（ピロティ―、緊急車両専用等スペースの使い分け等）
　　・車寄せ等の場所の共有→（誰が?　職員間で情報共有）

4 受入保護完了後、被災施設との情報共有
（職員間で情報共有）


















反省会

「深夜の大雨」を想定した夜勤帯の場合、夜勤者が対応することになるため、事前に職員間での情報共有等、申し送りは必ず

	備考

課題

対策
	課題（例）送迎者に利用者を乗せる手順の確認を、参集される職員
知っておく必要があるのではないか。






…様式等含め、統一・共有化を

・受入先で準備するもの（必要と想定されるもの）

	対策（例）水・食料・紙おむつ等は避難先の施設で準備してもらうのか、
必要物品は最低でも準備する。














・　訓練終了後、反省会を実施
・　その後、参加した職員との人事交流（その後の展開にかなり効果的。次回の避難訓練では、被災施設・受入側施設入れ替えて実施するため）

■　当日必要な備品
ビデオカメラ（録画用）、携帯電話、バッテリー、ヘルメット、手袋、災害用リュック、メガホン、懐中電灯　ラジオ、ビブス　ブルーシート、災害用トイレ、カッパギ　（感染症系統の備品：防護服、養生テープ、マスク　車椅子）　送迎車・職員自家用車からの電気供給が可能か?…
※実際にその備品が使えるかの確認
□　当日の役割　（…班名等は仮で）
1 支援・介護班：利用者の支援、介護、相談業務を行う。
2 応急物資班：食料、飲料水などの確保に努めるとともに、炊き出しや飲料水の配布を行う（保管場所等の確認）。
3 安全指導班：利用者の安全確認、施設設備の損傷を確認しリーダーへ報告する。利用者の避難誘導等を行う。
4 救護班：負傷者の救出、応急手当及び病院などへの搬送を行う。
5 情報収集伝達係：最新の警報情報確認を行う（BCP発動基準の確認）。
社会福祉法人　慈敬会　　　災害机上訓練　シート
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